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基
本
健
康
診
査
（
一
般
健
康
診

査
・
若
年
健
康
診
査
・
成
人
歯
科

健
康
診
査
・
特
別
精
密
健
康
診

査
）
は
、
誕
生
月
に
よ
っ
て
受
診

期
間
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

７
〜
９
月
生
ま
れ
の
方
の
申
し

込
み
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た

（
受
付
は
９
月
13
日
–
ま
で
）。

な
お
、
今
年
度
か
ら
５
年
間
に

わ
た
り
、
各
年
度
に
お
い
て
40
・

45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
に

な
る
方
は
、
希
望
に
よ
り
肝
炎
検

査
（
Ｂ
・
Ｃ
型
）
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
血
液
検
査
の
１
項

目
と
し
て
行
い
ま
す
）
。
該
当
の

方
は
お
送
り
し
た
受
診
票
に
同
封

さ
れ
て
い
る
案
内
文
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
総
合
保
健
セ
ン
タ
U

ò
46
―
３

２
５
４
へ
申
し
込
む
。

◆
受
診
期
間

９
月
30
日
Ã
ま
で

◆
市
か
ら
受
診
票
を
送
付
す
る
方

次
の
方
に
は
６
月
下
旬
に
市
か

ら
受
診
票
な
ど
を
発
送
し
ま
し
た

の
で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

①
今
年
度
40
・
50
・
60
歳
に
な

ら
れ
る
方
（
特
別
精
密
健
康
診
査

対
象
）。

②
今
年
度
45
・
55
・
65
・
70
歳

に
な
ら
れ
る
方
（
一
般
健
康
診
査

（
肝
炎
検
査
含
む
）
対
象
）。

③
前
記
以
外
の
41
歳
以
上
で
三

鷹
市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

と
、
66
歳
以
上
の
方
（
一
般
健
康

診
査
対
象
）。

東
京
都
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
U

で
は
、
地
域
な
ど
で
「
健
康
づ
く

り
」
を
支
援
す
る
リ
U

ダ
U

を
養

成
す
る
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。市

で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
心

が
あ
り
、
三
鷹
市
お
よ
び
住
民
協

議
会
で
行
う
健
康
づ
く
り
活
動
・

事
業
に
協
力
で
き
る
市
民（
在
住
）

を
対
象
に
、
こ
の
講
習
会
の
受
講

料
相
当
分
（
４
千
円
）
と
交
通
費

相
当
分
（
３
千
円
を
限
度
）
を
助

成
し
ま
す
。

▽
９
月
６
日
–
・
12
日
œ
・
20
日

–
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
東
京

都
健
康
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
U

「
ハ
イ
ジ
ア
」（
新
宿
駅
徒
歩
10
分
）

で
。

▼
８
月
２
日
–
ま
で
に
、
総
合
保

健
セ
ン
タ
U

ò
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―
３
２
５
４
へ

問
い
合
わ
せ
の
う
え
、申
し
込
む
。

定
員
は
若
干
名
。

小
学
校
３
〜
４
年
生
と
そ
の
保

護
者
が
対
象
。

親
子
で
一
緒
に
、
紙
芝
居
を
楽

し
ん
だ
り
、
命
の
音
を
聴
く
な
ど

の
体
験
を
通
し
て
、
誕
生
の
不
思

議
に
触
れ
、
命
の
大
切
さ
、
か
け

が
え
の
な
さ
な
ど
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
講
師
は
、
さ
か
も
と
助

産
所
の
坂
本
み
ゆ
き
さ
ん
。

▽
７
月
31
日
Œ
午
前
10
時
〜
正

午
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
U

２
階
ホ

U

ル
で
。

▼
同
セ
ン
タ
U

ò
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―
３
２
５
４

へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

む
。
先
着
20
組
40
人
。
３
歳
以
上

の
弟
妹
の
保
育
を
ご
希
望
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
市
民
健
康
手
帳
ま
た
は
母
子

手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

三
鷹
市
医
師
会
で
は
、
杏
林
大

学
医
学
部
衛
生
学
公
衆
衛
生
学
教

室
と
共
催
で
、
今
年
も
中
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
運
動
相
談
（
運
動

処
方
）
を
実
施
し
ま
す
。

適
切
な
運
動
は
身
体
機
能
の
低

下
を
防
ぎ
、
生
活
習
慣
病
の
発
生

を
予
防
し
、
活
動
的
な
生
活
を
送

る
う
え
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
特
に
中
高
齢
者
で
は
実
際
に

運
動
を
始
め
る
前
に
適
当
な
ス
ク

リ
U

ニ
ン
グ
検
査
を
受
け
て
、
健

康
状
態
、
体
力
水
準
を
把
握
し
、

安
全
で
有
効
な
運
動
の
処
方
を
受

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
対
象

市
内
在
住
の
50
歳
以
上

の
市
民

◆
実
施
日

主
と
し
て
７
月
下
旬

〜
８
月
中
旬
の
月
・
木
曜
日
。
１

回
の
対
象
者
は
５
人
程
度
。
第
１

回
は
７
月
下
旬
の
予
定
。

◆
費
用
　
無
料

◆
内
容

問
診
、体
脂
肪
率
測
定
、

末
梢
（
ま
っ
し
ょ
う
）
循
環
機
能

の
評
価
、
血
液
・
尿
検
査
、
心
電

図
検
査
、
運
動
負
荷
検
査
と
運
動

処
方
・
相
談
な
ど

▼
７
月
15
日
Ã
（
必
着
）
ま
で
に
、

は
が
き
に
「
運
動
処
方
希
望
」
、

①
住
所
・
②
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

③
生
年
月
日
と
年
齢
・
④
職
業
・

⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―

０
０
１
４
野
崎
１
―
７
―
23
三
鷹

市
医
師
会
運
動
相
談
係
」
へ
申
し

込
む
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）。くわ

し
く
は
、
杏
林
大
学
医
学

部
衛
生
学
公
衆
衛
生
学
教
室
ò
47

―
５
５
１
２
内
線
３
４
５
４
へ
。

最
近
、
双
子
や
三
つ
子
の
お
子

さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
方
の
話
を
聞

い
て
い
る
と
、
双
子
な
ら
で
は
の

苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。
双
子

（
ま
た
は
三
つ
子
）
の
お
子
さ
ん

を
持
つ
親
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
保
健
師
を
交
え
て
、
情

報
交
換
な
ど
を
行
う
交
流
会
を
実

施
し
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
７
月
29
日
Ã
午
後
２
時
〜
３
時

30
分
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
U

２
階

ホ
U

ル
で
。

▼
同
セ
ン
タ
U

ò
46
―
３
２
５
４

へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

む
。
就
学
前
の
双
子
ま
た
は
三
つ

子
の
保
護
者
先
着
16
人
。
保
育
は

先
着
18
人
ま
で
（
お
座
り
の
で
き

な
い
お
子
さ
ん
は
保
護
者
と
一
緒

の
参
加
）。

０
歳
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
は
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
１
歳
児
か
ら
６
歳
就
学

前
の
児
童
に
は
別
表
の
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

◆
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
各
種
社

会
保
険
に
加
入
し
、
各
保
険
法
に

よ
り
医
療
給
付
が
行
わ
れ
た
場
合

の
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。
申
請
に
は
、
①
印
鑑
、
②

保
険
証
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
子
育
て
支
援
室
ò

内
線
２
６
７
５
〜
２
６
７
８
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
無
月

み

な

づ

き

や
砲
座
の
熱
に
触
れ
て
見
し

大
和
谷

や

ま

と

だ

に

慈
子

青
嵐
裸
電
球
の
古ふ

る

交
番
　

寺
田
　
登
代

日
盛
り
も
薪
焚
く
匂
ひ
な
つ
か
し
き

小
木
曽

お

ぎ

そ

貞
子

風
薫
る
江
戸
の
名
残
り
の
酒
処小

泉
　
秀
夫

仕
立
屋
の
木
戸
通
り
抜
け
青
葉
風

田
中
　
淑
子

よ

し

こ

旧
邸
に
わ
が
青
春
よ
垣
の
薔
薇拝

司
は

い

し

園
子

世
を
離さ

か

り
寧や

す

ら
ぐ
午
砲
青
葉
風牧

　
　
文
子

青
あ
ら
し
茅
屋

か

や

や

に
い
つ
も
火
の
匂
ひ

飯
田
　
六
斗

園
深
し
桜
大
樹
の
実
を
降
ら
す寺

岡
美
由
　

武
蔵
野
の
青
葉
繁
れ
る
句
会
か
な

佐
野
み
さ
を

六
月
の
日
差
し
中
の
子
宝
湯久

ヶ
谷
ゆ
き
子

仰
ぎ
見
る
江
戸
た
て
も
の
や
夏
木
立

板
橋
ク
ラ
子

短
夜
や
大
砲
は
ま
だ
錆
の
ま
ゝ大

竹
ハ
ル
子

幸
せ
の
四
葉
探
し
は
子
等
の
勝
ち

大
久
保
英
一

き
た
き
た
き
た
日
傘
回
し
て
小
悪
魔
が

高
見

勝

（
選
者
＝
関
口
み
ぐ
さ
・
井
上
　
弘
）

◆
７
月
句
会
の
お
知
ら
せ

７
月
14
日
À
午
後
１
時
か
ら
三

鷹
駅
前
地
区
公
会
堂
で
。
資
料
代
１

千
円
。
兼
題
「
梅
雨
明
け
」。
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
く
わ
し

く
は
大
和
谷
宅
ò
46
―
９
８
２
０

へ
。

夏
本
番
も
間
近
で
す
。
こ
の

時
期
に
は
毎
年
、
熱
中
症
な
ど

で
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ

る
方
が
多
く
な
り
ま
す
。

熱
中
症
は
高
度
の
脱
水
症
状

や
意
識
障
害
に
よ
り
生
命
に
か

か
わ
る
重
大
な
結
果
と
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

◆
熱
中
症
を
避
け
る
に
は

炎
天
下
や
暑
い
場
所
で
の
長

時
間
の
作
業
・
ス
ポ
U

ツ
は
避

け
る
よ
う
に
し
、
も
し
行
う
場

合
は
水
分
を
十
分
に
補
給
し
、

途
中
で
休
憩
を
と
る
。
体
調
が

悪
い
と
き
は
日
中
の
外
出
は
控

え
る
。

◆
熱
中
症
に
か
か
っ
た
ら

風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
冷
房

の
き
い
た
所
に
移
動
し
、
衣
類

を
ゆ
る
め
て
楽
に
す
る
。
冷
た

い
水
で
タ
オ
ル
を
ぬ
ら
し
、
手

足
な
ど
を
冷
や
す
。
早
め
に
医

師
に
診
せ
る
か
救
急
車
を
呼

ぶ
。

（
三
鷹
消
防
署
）

今
回
は
扁
桃
腺
の
病
気
に
つ

い
て
い
く
つ
か
お
話
し
し
ま

す
。扁

桃
腺
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
原

体
に
対
し
身
体
が
病
気
に
な
ら

な
い
よ
う
、
そ
れ
ら
の
免
疫
を

獲
得
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
一
方
で
扁
桃
腺
自

体
は
咽
頭
の
中
で
最
も
病
気
に

な
り
や
す
い
組
織
で
も
あ
り
ま

す
。一

番
よ
く
お
目
に
か
か
る
も

の
は
、
痛
み
・
発
熱
を
起
こ
す

急
性
扁
桃
炎
、
さ
ら
に
そ
れ
が

悪
化
し
て
口
も
開
け
に
く
い
ほ

ど
ひ
ど
く
な
っ
た
扁
桃
周
囲
膿

瘍
で
す
。多
く
は
抗
生
剤
、痛
み

止
め
で
治
り
ま
す
が
、
食
事
も

摂
れ
な
い
ほ
ど
痛
み
が
強
い
場

合
や
、
全
身
状
態
が
悪
い
場
合

は
、入
院
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
よ

る
伝
染
性
単
核
症
と
い
う
病
気

で
も
、
発
熱
・
咽
頭
部
痛
が
出

て
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
一
般

に
よ
く
使
わ
れ
る
ペ
ニ
シ
リ
ン

系
の
抗
生
剤
が
逆
に
症
状
を
悪

化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
全
身
所
見
、
血
液
検
査

か
ら
病
気
を
診
断
し
て
使
用
す

る
薬
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
病
気
で
注
意

し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

は
、
痛
み
が
と
れ
て
身
体
が
楽

に
な
っ
た
途
端
に
無
理
を
す
る

と
症
状
を
ぶ
り
返
し
や
す
い
点

で
す
。
痛
み
が
と
れ
て
も
い
き

な
り
ペ
U

ス
を
上
げ
な
い
こ
と

が
肝
心
で
す
。

次
は
扁
桃
腺
に
膿
栓
の
付
く

腺
窩
性
扁
桃
腺
炎
に
つ
い
て
で

す
。
こ
の
病
気
は
扁
桃
腺
自
体

は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
い
か
、

あ
っ
て
も
軽
い
違
和
感
程
度

で
、
扁
桃
腺
に
膿
栓
が
付
き
、

扁
桃
腺
と
は
離
れ
た
場
所
の
症

状
、
例
え
ば
肩
こ
り
や
頭
痛
の

原
因
に
な
る
と
い
う
の
が
特
徴

で
す
。
膿
栓
を
除
去
す
る
こ
と

で
こ
れ
ら
の
症
状
が
軽
く
な
り

ま
す
が
、
寝
不
足
や
体
調
不
良

の
時
に
は
再
び
膿
栓
が
付
き
、

同
じ
症
状
が
出
始
め
ま
す
。
扁

桃
腺
が
体
調
の
バ
ロ
メ
U

タ
U

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

以
上
の
病
気
の
ほ
か
、
扁
桃

腺
自
体
に
は
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
腎
疾

患
、
皮
膚
疾
患
、
リ
ウ
マ
チ
性

疾
患
、
心
臓
疾
患
な
ど
の
原
因

が
扁
桃
腺
に
あ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。各
種
検
査
を
し
た
上
で
、

そ
う
確
定
す
れ
ば
、
手
術
で
扁

桃
腺
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
術
後
は
そ
れ
ら
の
疾
患
が

軽
快
し
ま
す
。
た
だ
し
こ
の
ケ

U

ス
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。受

診
の
折
、
扁
桃
腺
に
話
が

及
ぶ
と
す
ぐ
に
「
手
術
で
取
ら

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？
」
と

質
問
す
る
方
も
い
ま
す
が
、
通

院
で
治
療
可
能
な
場
合
が
多
い

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
病
歴
と
照

ら
し
合
わ
せ
た
上
、
医
師
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
の
が
良
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

扁
桃
腺
の
疾
患
は
、
耳
鼻
科

で
よ
く
見
ら
れ
る
病
気
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
い
て
病
態

も
多
様
で
、
診
断
の
難
し
い
組

織
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

（
三
鷹
市
医
師
会
）

市
民
健
康
講
座

親
子
で
体
験
・
話
し
て
み
よ
う
¿

誕
生
の
不
思
議
と
か
け
が
え
の
な
い
命

東
京
都
地
域
健
康
づ
く
り

推
進
員
養
成
コ
U
ス

受
講
料
と
交
通
費
を
助
成

中
高
年
の
運
動
相
談

メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と

運
動
処
方

双
子
の
親
の
交
流
会

熱
中
症（
熱
射
病
・

日
射
病
）に
ご
注
意
¿

児童手当・○乳幼児医療費助成
平成14年度  所得制限  限度額表

 乳

※共働き世帯については、夫婦合算ではなく所得の高い方でみます。

4,600,000円
4,980,000円
5,360,000円
5,740,000円

3,010,000円
3,390,000円
3,770,000円
4,150,000円

０人
１人
２人
３人

国民年金および
年金未加入の方税法上の扶養

親族などの人数
一般給付

厚生年金および共済
年金などに加入の方

特例給付

※以後、税法上の扶養親族１人増す毎に38万円を加算して算定

医
療
費
助
成
の

医
療
証
交
付
申
請
を

忘
れ
ず
に

７月の環境・食品衛生出張窓口
◆日　時 ７月25日œ午後１時～４時

◆場　所 総合保健センター別館

◆業務内容

①環境・食品衛生の相談受付

②食品関係営業許可の申請および変

更届などの受付

③環境衛生関係営業許可の申請およ

び変更届などの受付

④受水タンクをもつ水道水、井戸水、

プール水の水質検査容器の無料配付

（検査の受付は別途保健所で行い

ます。飲用適否の検査料金は9,900

円です。なお、プール水は項目別料

金です）

◆問い合せ先

三鷹武蔵野保健所生活衛生課

ò54―2161

※次回は８月29日œです。

三
鷹
俳
句
会
六
月
吟
行
句

（
小
金
井
公
園
於
て
）

扁へ

ん

桃と

う

腺せ

ん

木
下
闇
鴉
の
睨
む
番
所
跡

根
岸
　

操

万
緑
に
肺
染
ま
る
ま
で
風
を
吸
ふ

岡
田
　
幸
子

舌
頭
に
一
句
こ
ろ
が
し
行
く
緑
蔭

南
　
　
み
ち

蜘
蛛
の
囲
の
あ
ち
ら
萱
葺
こ
ち
ら
ビ
ル

根
岸
　
敏
三

○乳○乳

○乳

三
鷹
市
芸
術
文
化
協
会
加
盟
の
短

歌
会
、
俳
句
会
の
作
品
を
順
次
掲
載

し
て
い
ま
す
。

害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
U

イ
ン

み
た
か
」
が
、
障
害
者
の
居
住

環
境
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

障
害
者
が
自
立
し
た
生
活
を

歩
み
出
す
と
き
の
最
初
の
難

関
、
住
宅
探
し
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

▽
７
月
27
日
—
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

で
。
資
料

代
500
円
。

◆
第
１
部
＝
ビ
デ
オ
上
映
「
ぼ

く
の
住
宅
事
情
」
（
自
作
ビ
デ

オ
）

◆
第
２
部
＝
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
不
動
産
屋
・
建
築
家
・
住
宅

改
造
業
者
・
障
害
者
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
報
告
し
、

話
し
合
い
ま
す
）

∞
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

U

イ
ン
み
た
か
ò
・
¿
48
―
０

６
４
８

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
が
地

域
で
自
立
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
の
多
面
的
な
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
街
か

ど
自
立
セ
ン
タ
U

」
（
上
連
雀

四
丁
目
・
福
祉
コ
ア
か
み
れ
ん

内
）
を
母
体
と
し
て
昨
年
８
月

に
誕
生
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
障

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
障
害
者
を
取
り
巻
く

居
住
環
境
と
は
」


